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本 日 こ こ に 、 令 和 ２年 第１ 回 諫早 市 議 会 定 例 会を 招

集 い た し ま し た と ころ 、議 員 の皆 様 に は 御 健 勝に て御

出 席 を 賜り 、 厚 く 御礼 を 申 し 上げ ます 。  

本 議 会 に 提 案 い た して おり ま す令 和 ２ 年 度 の 予算 案

を 始 め 、 諸 議 案 の 御審 議を お 願い す る に 先 立 ち、 私の

市 政 運 営 に 対 す る 所信 を申 し 述べ 、 議 員 各 位 並び に市

民 の 皆 様の 御 理 解 と、お力 添え を賜 り た い と 存 じ ます 。 

 

昨 年 １ ２ 月 、 中 華 人民 共和 国 湖北 省 武 漢 市 に おき ま

し て 、 新 型 コ ロ ナ ウイ ルス 感 染症 が 確 認 さ れ て以 降、

同 国 を 中心 に 世 界 各国 で 感 染 が報 告さ れ て お りま す 。  

国 内 に お き ま し て は、 複数 地 域で 感 染 経 路 が 明ら か

で な い 患 者 が 散 発 的に 発生 し てお り ま す 。 九 州管 内に

お き ま し て も 福 岡 県や 熊本 県 にお い て 発 生 い たし てお

り ま す が 、 長 崎 県 内で はこ れ まで に 発 生 の 報 告は あっ

て お り ま せ ん 。 こ のよ うな 中 、本 市 に お き ま して は、

１ 月 ３ １日 に「 新 型 肺 炎に 関す る連 絡 会 議 」を 開催 し、

庁 内 に お け る 情 報 の共 有と 注 意喚 起 を 行 っ た とこ ろで

ご ざ い ます 。  

政 府 に お き ま し て は、 今月 ２ ５日 、 こ の よ う な新 型
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ウ イ ル ス の 感 染 の 動向 をに ら み、 感 染 拡 大 防 止策 と医

療 提 供 体 制 の 整 備 を柱 とす る 総合 的 な 基 本 方 針が 取り

ま と め られ ま し た 。  

こ れ を 受 け ま し て 、本 市と い たし ま し て も 、 翌２ ６

日 に 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス感 染 症に 関 す る 部 局 長会 議を

開 催 し 、 情 報 共 有 を図 ると と もに 庁 内 体 制 を 含め た今

後 の 対 応 に つ い て 協議 を行 っ たと こ ろ で ご ざ いま す。

さ ら に 、 同 日 開 催 され た政 府 の対 策 本 部 に お いて 、安

倍 総 理 か ら 「 多 数 の方 が集 ま るよ う な 全 国 的 なス ポー

ツ 、 文 化 イ ベ ン ト 等に つい て は、 大 規 模 な 感 染リ スク

が あ る こ と を 勘 案 し、 今後 ２ 週間 は 、 中 止 、 延期 又は

規 模 縮 小 等 の 対 応 を要 請す る 」と の 表 明 が あ りま した

の で 、 本 市 で 開 催 され るイ ベ ント 等 に つ い て も、 この

政 府 方 針 に 沿 っ た 対応 を取 る こと と い た し て おり ます 。

今 後 と も 国 や 県 の 動向 を注 視 しな が ら 、 迅 速 で正 確な

情 報 提 供と 注 意 喚 起に 努 め て まい りた い と 存 じま す 。  

な お 、 昨 日 の 政 府 対策 本部 に おい て 、 安 倍 総 理か ら

要 請 が あ り ま し た 全国 のす べ ての 小 学 校 ・ 中 学校 ・高

等 学 校 等 の 休 校 に つき まし て は、 正 式 な 通 知 がま いり

次 第 対 応を 取 り た いと 思 っ て おり ます 。  
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我 が 国 の 少 子 高 齢 化・ 人口 減 少に つ き ま し て は、 国

立 社 会 保 障 ・ 人 口 問題 研究 所 の予 測 を 超 え る スピ ード

で 進 行 し て お り 、 令和 元年 の 人口 動 態 統 計 で は、 出生

数 は ９ ０ 万 人 を 割 り込 み８ ６ 万４ 千 人 に 減 少 し、 少子

化 が 加 速 す る 一 方 、死 亡者 数 は、 戦 後 最 多 の １３ ７万

６ 千 人 に 上 り 、 自 然減 が５ １ 万２ 千 人 と 初 め て５ ０万

人 を 超 え る 見 通 し とな り、 ま さに 国 難 と も 言 える 状況

で ご ざ い ま す 。 こ のよ うな 状 況を 受 け ま し て 、国 は、

あ ら ゆ る 施 策 を 動 員し 、少 子 化対 策 に 取 り 組 むこ とと

さ れ て おり ま す 。  

本 市 に と り ま し て も、 少子 高 齢化 ・ 人 口 減 少 対策 は

最 優 先 の 課 題 と 位 置づ けて お り、 的 確 に 対 処 する ため

に は 、 本 市 に お け る地 方創 生 であ る 「 為 ・ 職 ・住 」を

充 実 さ せる こ と が 不可 欠 で あ り、具 体 的 に は、子 育 て、

教 育 、 福 祉 、 商 業 など 総合 的 なサ ー ビ ス の 充 実や 生活

利 便 性 の 向 上 の ほ か、 企業 誘 致に よ る 雇 用 の 創出 、土

地 利 用 の 促 進 に よ る定 住化 を 図る こ と で あ る と考 えて

お り ま す 。 ま た 、 「為 ・職 ・ 住」 の 政 策 を 総 合的 かつ

効 率 的 に 進 め る こ とで 、本 市 の成 長 力 を 確 保 し、 「自
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立 で き る 都 市 」 へ の土 台づ く りを 着 実 に 進 展 させ てま

い る 所 存で ご ざ い ます 。  

 

国 に お き ま し て は 、１ 月２ ０ 日に 召 集 さ れ ま した 第

２ ０ １ 回 通 常 国 会 にお いて 、 一般 会 計 総 額 で １０ ２兆

６ ， ５ ８ ０ 億 円 に 上る 令和 ２ 年度 の 予 算 案 が 提出 され

ま し た 。 こ の 予 算 案は 、前 年 度と 比 較 し ま す と一 般会

計 で １ ．２ パ ー セ ン ト 増と 過去 最大 と な っ て お り ます 。

消 費 税 増 収 分 を 活 用し た社 会 保障 の 充 実 、 経 済対 策の

着 実 な 実 行 、 歳 出 改革 の取 組 の継 続 に よ り 、 経済 再生

と 財 政 健全 化 を 両 立す る 予 算 とさ れて お り ま す。  

ま た 、 先 月 ３ ０ 日 には 、災 害 から の 復 旧 ・ 復 興と 安

全 ・ 安 心 の 確 保 、 経済 の下 振 れリ ス ク を 乗 り 越え よう

と す る 者 へ の 重 点 支援 、未 来 への 投 資 と 東 京 オリ ンピ

ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ック 後も 見 据え た 経 済 活 力 の維 持・

向 上 を ３ つ の 柱 と する 「安 心 と成 長 の 未 来 を 拓く 総合

経 済 対 策 」 を 実 行 する ため の 令和 元 年 度 補 正 予算 が成

立 し た とこ ろ で ご ざい ま す 。  

な お 、 国 の 補 正 予 算を 受け ま して 、 本 市 に お きま し

て も 、 農 業 用 た め 池か らの 浸 水に 備 え た ハ ザ ード マッ
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プ の 基 と な る 浸 水 想定 区域 図 の作 成 や 、 昨 年 ５月 に発

生 し ま し た 保 育 園 児ら を巻 き 込ん だ 交 通 事 故 を受 けて

の 未 就 学 児 交 通 安 全緊 急対 策 など に 係 る 令 和 元年 度補

正 予 算 案を 本 議 会 に提 出 い た して おり ま す 。  

 

「 九 州 新 幹 線 西 九 州ル ート 」 の新 鳥 栖 ・ 武 雄 温泉 間

の 整 備 方 式 に つ き まし ては 、 昨年 １ ２ 月 の 国 土交 通大

臣 と 佐 賀 県 知 事 の 面会 にお い て、 今 後 の 協 議 の在 り方

や 進 め 方 の 確 認 作 業を 行う こ とで 一 致 し 、 現 在、 国土

交 通 省 か ら 佐 賀 県 に対 し、 「 フル 規 格 」 や 「 ミニ 新幹

線 」 な ど ５ つ の 整 備方 式で の 協議 の 提 案 が な され たと

聞 き 及 んで お り ま す。  

本 市 と い た し ま し ては 、国 と 佐賀 県 と の 議 論 を注 視

し つ つ 、「対 面 乗 換 方 式」が 長 期 化す る こ と な く 、「フ

ル 規 格 」 で の 整 備 に御 理解 い ただ け る よ う 努 める とと

も に 、 令 和 ４ 年 度 中の 開業 の 着実 な 実 施 に つ いて 、県

や 関 係 自 治 体 等 と 連携 を図 り なが ら 、 国 等 関 係機 関に

対 し て 働き か け て まい る 所 存 でご ざい ま す 。  

な お 、 新 幹 線 駅 舎 やト ンネ ル 、高 架 橋 等 の 建 設工 事

は 順 調 に進 め ら れ てい る と こ ろで ござ い ま す 。  
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ま た 、 昨 年 ３ 月 に 策定 いた し まし た 「 新 幹 線 開業 を

活 か し た 諫 早 市 魅 力創 出行 動 計画 」 に 基 づ く 取組 を、

着 実 に 実 施 し て い くこ とで 、 観光 振 興 や 地 域 経済 の活

性 化 等 を図 っ て ま いり た い と 存じ ます 。  

 

諫 早 駅 周 辺 整 備 事 業に つき ま して は 、 現 在 、 交流 広

場 や バ ス 待 合 所 、 店舗 、ホ テ ル等 の 複 合 施 設 とな りま

す 諫 早 駅 東 地 区 再 開発 ビル Ⅰ 棟２ 工 区 と 、 マ ンシ ョン

や 店 舗 、 駐 車 場 等 が整 備さ れ る再 開 発 ビ ル Ⅱ 棟の 来年

度 中 の 完 成 に 向 け 、建 設を 進 めて い る と こ ろ でご ざい

ま す 。 再 開 発 ビ ル につ きま し ては 、 広 く 市 民 の皆 様に

親 し ま れ 、 御 利 用 い た だ け る 施 設 と す る た め 、 今 月  

２ ５ 日 か ら 愛 称 の 募集 を始 め てお り ま す の で 、多 くの

方 々 に 御 応 募 い た だき ます よ うお 願 い 申 し 上 げま す。

諫 早 駅 の 東 西 に お いて 、再 開 発ビ ル や 新 幹 線 駅舎 の建

設 を 始 め と す る 様 々な 工事 が 実施 さ れ 、 近 隣 の皆 様や

駅 利 用 者 の 皆 様 に は御 不便 を お掛 け す る こ と にな りま

す が 、 こ れ ま で 同 様、 御理 解 と御 協 力 を い た だく とと

も に 、 関 係 機 関 と の連 携を 図 りな が ら 本 事 業 を着 実に

推 進 し てま い り た いと 存 じ ま す。  
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な お 、長 崎 県 県 央 振 興 局の 移転 整備 に つ き ま し て は 、

昨 年 １ ２ 月 、 本 市 がか ねて よ り提 案 し て お り まし た諫

早 駅 北 側 の 先 行 取 得用 地内 に 新庁 舎 を 建 設 す ると の方

針 が 、 長 崎 県 か ら 示さ れた と ころ で ご ざ い ま す。 本市

と い た し ま し て は 、今 後と も 、県 の 新 庁 舎 整 備に 対し

協 力 し てい き た い と思 っ て お りま す。  

  

「 国 営 諫早 湾 干 拓 事業 」を 巡る 動き に つ き ま し て は 、

昨 年 ６ 月 、 小 長 井 ・大 浦漁 業 再生 請 求 事 件 及 び排 水門

開 放 差 止 訴 訟 に 係 る独 立当 事 者参 加 申 出 事 件 につ いて 、

開 門 を 求 め る 方 々 の上 告を い ずれ も 棄 却 す る 最高 裁の

決 定 が 出 さ れ 、 「 開門 を認 め ない 」 と の 判 決 が確 定い

た し ま し た 。 こ の 決定 は、 最 高裁 が 、 開 門 問 題に おい

て 初 め て判 断 を 示 した も の で あり 、「 開 門 を 認 め ない 」

と の 判 断 は 本 市 の 考え 方に 沿 った も の と 思 っ てお りま

す 。 ま た 、 昨 年 ９ 月に は、 国 が平 成 ２ ２ 年 の 福岡 高裁

確 定 判 決 の 執 行 力 の排 除を 求 めて 提 起 さ れ て おり まし

た 請 求 異 議 訴 訟 に つい て、 最 高裁 は 、 国 の 主 張を 認め

た 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 の福 岡高 裁 判決 を 破 棄 し 、 審理 を高

裁 に 差 し 戻 す と の 判決 を出 さ れま し た 。 こ れ によ り、
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請 求 異 議 訴 訟 は 、 再び 高裁 で 審理 を 尽 く さ れ るこ とと

な り ま す が 、 昨 年 ６月 に出 さ れた 最 高 裁 の 決 定を 踏ま

え れ ば 、 「 開 門 を 認め ない 」 との 方 向 性 は 今 後も 変わ

ら な い もの と 考 え てお り ま す 。本市 と い た し ま し ては 、

引 き 続 き 、 請 求 異 議訴 訟な ど の裁 判 の 流 れ を 注視 して

ま い り たい と 存 じ ます 。  

 

来 月 １ ９ 日 か ら 開 催さ れま す 第９ ２ 回 選 抜 高 等学 校

野 球 大 会 に 、 創 成 館高 校の ２ 年ぶ り ４ 回 目 と なる 出場

が 決 定 い た し ま し た。 創成 館 高校 は 、 昨 年 秋 の九 州大

会 で ４ 強 に 入 っ て おり 、「 苦 戦し て も 敗 戦 し ない 」と

の チ ー ム ス ロ ー ガ ンを 掲げ 、 令和 最 初 の 春 の 甲子 園で

の 大 活 躍 を 期 待 し 、市 民の 皆 様と と も に 熱 い 声援 を送

り た い と思 い ま す 。  

  

 そ れ で は 、 令 和 ２年 度の 具 体的 な 施 策 の 大 綱に つき

ま し て 、 第 ２ 次 諫 早市 総合 計 画の 施 策 体 系 に 従い 、御

説 明 申 し上 げ ま す 。  

 

第 １  輝く ひ と づ くり  
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（ １ ） 健や か な ひ とづ く り  

 「 諫 早 市 子 ど も ・子 育て 支 援事 業 計 画 」 に つき まし

て は 、 市 民 の 皆 様 の御 意見 を お聞 き し な が ら 、令 和２

年 度 か ら の 第 ２ 期 計画 の策 定 に取 り 組 ん で き たと ころ

で ご ざ いま す 。次 期 計 画に おき まし て も、子 育 て家 庭、

地 域 、行 政 が 一体 とな っ て 、幼 児 期 の学 校 教 育・保 育 、

地 域 の 子 ど も ・ 子 育て 支援 を 総合 的 に 実 施 し 、保 護者

が 喜 び と ゆ と り を 実感 しな が ら、 安 心 し て 子 育て でき

る ま ち づく り を 推 進し て い き たい と考 え て お りま す 。  

 ま た 、子 育 て 世 代 の 経済 的な 負担 の 軽 減 を 図 る ため 、

昨 年 １ ０ 月 か ら 開 始さ れま し た「 幼 児 教 育 ・ 保育 の無

償 化 」 に よ り ま し て、 保育 所 、幼 稚 園 、 認 定 こど も園

等 を 利 用 す る ３ 歳 から ５歳 ま での す べ て の 世 帯の 子ど

も 及 び ０ 歳 か ら ２ 歳ま での 住 民税 非 課 税 世 帯 の子 ども

に 係 る 保 育 料 を 無 償化 して お り、 来 年 度 も 着 実に 実施

し て ま いり た い と 存じ ま す 。  

 学 童 ク ラ ブ に つ きま して は 、こ れ ま で 未 設 置で あっ

た 高 来 西 小 学 校 区 へ創 設し 、 保育 需 要 の 高 い 喜々 津小

学 校 区 に 増 設 し た いと 考え て おり 、 今 後 と も 、各 小学

校 区 の 保 育 需 要 に 応じ た受 け 皿の 拡 大 に 積 極 的に 取り



 10 

組 み 、 子 育 て と 仕 事の 両立 を 支援 し て い き た いと 思い

ま す 。  

 妊 娠 期 か ら 子 育 て期 まで の 切れ 目 の な い 支 援を 行う

た め の （ 仮 称 ） 子 ども ・子 育 て総 合 セ ン タ ー につ きま

し て は 、 本 年 夏 頃 の開 設を 目 指し て 整 備 を 進 めて まい

り た い と考 え て お りま す 。  

 予 防 接 種 事 業 に つき まし て は、 本 年 １ 月 、 予防 接種

法 施 行 令 が 改 正 さ れ、 １０ 月 １日 か ら ロ タ ウ イル スワ

ク チ ン の 定 期 接 種 が実 施さ れ るこ と と な り ま した 。本

市 に お き ま し て も 接種 費用 を 公費 負 担 に よ り 実施 し、

乳 児 の 感 染 や 重 症 化予 防に 努 めて い き た い と 存じ ます 。

ま た 、 イ ン フ ル エ ンザ 予防 接 種に つ き ま し て も、 引き

続 き 、 乳 幼 児 か ら 中学 生ま で を対 象 に 接 種 費 用を 市単

独 で 助 成 す る こ と によ り、 保 護者 の 経 済 的 な 負担 軽減

を 図 っ てい く 所 存 でご ざ い ま す。  

 「諫 早 市 こ ども 準夜 診 療 セ ン タ ー 」は 、諫早 医師 会 、

諫 早 総 合 病 院 の 御 協力 によ り 平成 １ ８ 年 度 か ら開 設し

て お り 、 年 間 約 ４ 千人 が受 診 され 、 子 育 て 世 代に 広く

浸 透 し て い る と こ ろで ござ い ます 。 今 後 も 、 現制 度を

継 続 す る こ と で 、 準夜 にお け る小 児 初 期 の 救 急診 療体
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制 の 確 保に 努 め て いき た い と 考え てお り ま す 。  

 産 後 ケ ア 事 業 に つき まし て は、 核 家 族 の 進 展に より

家 族 等 か ら 十 分 な 援助 等が 受 けら れ な い 産 婦 に対 し、

母 子 へ の 心 身 の ケ アや 育児 サ ポー ト を 行 い 、 妊娠 ・出

産 ・ 子 育 て に 対 す る不 安や 負 担の 軽 減 を 図 っ てま いる

所 存 で ござ い ま す 。  

学 校 施 設 の 整 備 に つき まし て は、 児 童 生 徒 の 安全 ・

安 心 を 最 優 先 に 、 校舎 の外 壁 等が 老 朽 化 し た 施設 の改

修 を 実 施 し 、 良 好 な教 育環 境 の整 備 を 計 画 的 に進 めて

ま い り たい と 存 じ ます 。  

 

（ ２ ） ここ ろ 豊 か なひ と づ く り  

い よ い よ 本 年 は 、 「東 京２ ０ ２０ オ リ ン ピ ッ ク・ パ

ラ リ ン ピ ッ ク 競 技 大会 」開 催 の年 と な り ま し た。 ７月

２ ４ 日 に 開 幕 し ま すオ リン ピ ック の 聖 火 リ レ ーが 、本

市 で は ５ 月 ８ 日 に 実施 され ま す。 昨 年 １ ２ 月 に発 表さ

れ ま し た コ ー ス は 、諫 早駅 か ら永 昌 東 町 商 店 街や アエ

ル 中 央 商 店 街 等 を 経由 し、 中 央交 流 広 場 に 至 る全 長約

２ ． ６ キ ロ と な っ てお りま す 。市 民 の 皆 様 と とも に聖

火 ラ ン ナ ー に 熱 い 声援 を送 り 、オ リ ン ピ ッ ク への 機運
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を 高 め て い き た い と思 って お りま す 。 聖 火 リ レー に伴

い ま し て 、 交 通 規 制を 実施 す る予 定 で あ り 、 御不 便を

お 掛 け す る こ と に なり ます が 、御 理 解 、 御 協 力を お願

い い た しま す 。  

ま た 、 パ ラ リ ン ピ ック につ き まし て は 、 ８ 月 ２５ 日

の 開 幕 に 先 立 ち 、 聖 火 リ レ ー で 用 い ら れ ま す 聖 火 の 

「 採 火 式 」 を 、 同 月１ ６日 、 本市 に お い て 開 催す るこ

と と し て お り 、 大 会を 盛り 上 げて ま い り た い と思 って

お り ま す 。 我 が 国 での 開催 を 契機 と し ま し て 、本 市に

お き ま し て も 、 障 害の 有無 に かか わ ら ず 、 誰 もが 生き

生 き と 生 活 で き る 共生 社会 の 実現 に 向 け て 取 り組 んで

ま い り ます 。  

県 立 総 合 運 動 公 園 テニ ス場 に 隣接 し て 整 備 い たし ま

す 新 し い テ ニ ス 場 につ きま し ては 、 実 施 設 計 が概 ね完

了 し て おり 、 来 年 度、 着 工 し たい と存 じ ま す 。  

「 諫 早 文 化 会 館 （ 仮称 ）文 芸 ・音 楽 ホ ー ル 」 につ き

ま し て は 、 市 民 に 多様 な芸 術 文化 活 動 を 発 表 する 場を

提 供 す る と と も に 、快 適に 鑑 賞で き る よ う 音 響・ 照明

等 に 配 慮 し た 施 設 にし たい と 考え て お り ま す 。現 在、

ホ ー ル 及 び 駐 車 場 整備 に係 る 設計 を 進 め て い ると ころ
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で あ り 、 来 年 度 、 建設 工事 に 着手 し た い と 思 って おり

ま す 。  

県 指 定 文 化 財 で ご ざい ます 本 市富 川 町 大 雄 寺 の五 百

羅 漢 に つ き ま し て は、 羅漢 像 が刻 ま れ て い る 壁面 に繁

茂 し て い る 草 木 等 の除 去及 び 保全 の た め の 処 理を 実施

し 、 貴 重 な 文 化 財 を後 世へ と 伝え て ま い り た いと 存じ

ま す 。 ま た 、 今 月 １３ 日、 市 指定 文 化 財 の 「 諫早 家文

書 」 が 、 県 の 文 化 財に 指定 さ れま し た 。 こ れ によ りま

し て 、 本 市 の 県 指 定文 化財 は １９ 件 と な っ た とこ ろで

ご ざ い ます 。  

昨 年 １ １ 月 、 ロ ー マ教 皇フ ラ ンシ ス コ 台 下 が 、被 爆

地 長 崎 を 訪 問 さ れ 、核 廃絶 の メッ セ ー ジ を 世 界へ 発信

さ れ た こ と は 、 核 兵器 のな い 世界 の 実 現 に 向 けた 大き

な 一 歩 で あ り 、 核 廃絶 への 国 際世 論 が 高 ま り 、実 践的

な 取 組 が 進 め ら れ るこ とを 強 く期 待 さ せ る も ので ござ

い ま し た 。 本 市 に おき まし て も、 世 界 の 恒 久 平和 を目

指 し 、 市 民 一 人 ひ とり が平 和 な社 会 づ く り へ 取り 組む

意 識 を 高 め る た め 、「 平和 都 市諫 早 宣 言 」 の 理念 に基

づ き 、 戦 争 ・ 被 爆 体験 の伝 承 や平 和 の 大 切 さ を考 える

機 会 の 充実 を 図 っ てま い る 所 存で ござ い ま す 。  
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第 ２  活力 あ る し ごと づ く り  

（ １ ） 地域 特 性 を 活か し た 農 林水 産業  

近 年 、 地 域 農 業 を 取り 巻く 環 境は 、 農 業 従 事 者の 高

齢 化 や 後継 者 不 足 など 、極 めて 厳し い 状 況 に あ り ます 。

本 市 と い た し ま し ては 、今 後 も、 認 定 農 業 者 や新 規就

農 者 、 集 落 営 農 組 織等 の担 い 手に 対 し 、 農 地 の集 積に

よ る 経 営 規 模 拡 大 、農 業用 機 械導 入 に よ る 省 力化 や生

産 コ ス ト の 低 減 、 園芸 ハウ ス など の 生 産 基 盤 整備 によ

る 経 営 安 定 化 等 へ の支 援を 行 い、 生 産 性 と 品 質の 向上

を 目 指 す 高 付 加 価 値型 農業 の 推進 を 図 っ て い く所 存で

ご ざ い ま す 。 ま た 、地 域が 抱 える 人 と 農 地 の 課題 に取

り 組 む た め の 「 人 ・農 地プ ラ ン」 に つ き ま し ては 、来

年 度 、 対 象 地 区 の プラ ンに つ いて 、 農 地 利 用 に関 する

ア ン ケ ー ト の 実 施 や担 い手 へ の農 地 の 集 約 化 に関 する

将 来 方 針の 作 成 な どを 進 め た いと 考え て お り ます 。  

農 業 基 盤 整 備 事 業 につ きま し ては 、 現 在 、 １ ０地 区

に お き ま し て 県 営 事業 が実 施 され て お り 、 継 続し て整

備 促 進 に努 め て ま いり た い と 思っ てお り ま す 。  

有 害 鳥 獣 被 害 対 策 につ きま し ては 、 平 成 ２ ３ 年度 か
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ら 有 害 鳥 獣 被 害 防 止緊 急対 策 事業 と し て 侵 入 防護 や捕

獲 の 強 化を 図 っ て きた と こ ろ でご ざい ま す。来 年 度も 、

防 護 、 捕 獲 、 す み 分け の３ 対 策に 取 り 組 ん で いき たい

と 存 じ ます 。  

林 業 の 振 興 に つ き まし ては 、 林道 や 作 業 路 網 の整 備

を 行 い 、 間 伐 等 に よる 森林 保 全及 び 木 材 搬 出 等の 効率

的 ・ 集 約 的 な 施 業 を進 める と とも に 、 「 豊 か な森 づく

り 基 金 」 な ど を 活 用し た広 葉 樹林 や 針 葉 樹 林 の整 備に

よ り 、 森 林 の 持 つ 公益 的機 能 の発 揮 と 林 産 業 の収 益性

の 向 上 を 図 っ て ま いり たい と 考え て お り ま す 。ま た、

市 の 花 で あ り 、 自 生地 が国 の 天然 記 念 物 の 指 定を 受け

て い る 「 ツ ク シ シ ャク ナゲ 」 を計 画 的 に 植 栽 する とと

も に 、 植 栽 地 に つ なが る轟 峡 の「 銀 鈴 渓 遊 歩 道」 につ

い て も 引き 続 き 整 備を 進 め て いく 所存 で ご ざ いま す 。  

水 産 業 の 振 興 に つ きま して は 、漁 業 者 の 高 齢 化や 後

継 者 不 足 の 中 、 小 長井 町漁 協 、瑞 穂 漁 協 、 国 見漁 協の

諫 早 湾 ３ 漁 協 は 、 ４月 １日 の 合併 に 向 け 協 議 を進 めら

れ て お り ま す 。 合 併に より 経 営基 盤 が 強 化 さ れ、 諫早

湾 の 水 産 振 興 に つ なが るこ と を期 待 い た し て おり ます 。

本 市 と い た し ま し ては 、諫 早 湾を 始 め 、 橘 湾 、大 村湾
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の 特 性 を 活 か し た 「つ くり 育 てる 漁 業 」 を 推 進す ると

と も に 、 水 産 生 物 の育 成の 場 とな る 藻 場 や 浅 場等 を保

全 す る た め の 取 組 を支 援し 、 沿岸 水 域 の 生 産 能力 を高

め 、 水 産 資 源 の 維 持・ 回復 を 図っ て い き た い と考 えて

お り ま す 。 ま た 、 集出 荷体 制 の集 約 、 販 路 拡 大の ため

の 活 魚 車 両 の 整 備 に加 え、 耐 久性 や 安 全 性 を 高め た改

良 型 カ キ 養 殖 筏 の 導入 に対 す る支 援 や 、 既 存 漁港 施設

の 機 能 保 全 対 策 を 行う こと で 漁業 収 益 性 の 向 上に つな

げ て ま い り た い と 存じ ます 。 さら に 、 持 続 的 な漁 業生

産 と 漁 村 活 性 化 の ため 、漁 業 新規 就 業 者 の 確 保育 成事

業 も 継 続し て 実 施 した い と 思 って おり ま す 。  

 

（ ２ ） 活力 あ ふ れ る商 工 業 の 振興 と雇 用 の 創 出  

 小 栗 地 区 に 整 備 を進 めて お りま す 南 諫 早 産 業団 地に

つ き ま し て は 、 平 成３ ０年 １ ２月 に 着 手 い た しま した

１ 工 区 約 １ １ ヘ ク ター ルに つ いて 、 本 年 中 の 完成 に向

け 工 事 を 進 め て い ると ころ で ござ い ま す 。 残 る２ 工区

約 ９ ヘ ク タ ー ル に つき まし て も、 令 和 ３ 年 末 頃の 完成

を 目 途 に 来 年 度 か ら造 成工 事 に着 手 し 、 団 地 全体 の早

期 完 成 に向 け て 推 進し て ま い る所 存で ご ざ い ます 。  
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南 諫 早 産業 団 地 と「県 道 諫早 飯 盛 線 」を 結び ま す「 市

道 栗 面 小 ヶ 倉 線 」 につ きま し ては 、 現 在 、 測 量設 計や

用 地 交 渉 を 実 施 し てお り、 来 年度 、 拡 幅 工 事 に着 手し

た い と 考 え て お り ます 。ま た 、関 連 す る 下 水 道に つい

て は 、 来 年 度 も 管 渠整 備を 進 め、 令 和 ３ 年 度 末に は供

用 開 始 でき る よ う 取り 組 み た いと 存じ ま す 。  

 昨 年 １０ 月 、ソ ニー 株 式 会 社 は 、諫 早 中核 工 業 団 地

に 立 地 す る ソ ニ ー セミ コン ダ クタ マ ニ ュ フ ァ クチ ャリ

ン グ 株 式 会 社 長 崎 テク ノロ ジ ーセ ン タ ー に 新 棟を 建設

す る と 発 表 さ れ ま した 。報 道 によ り ま す と 、 １千 億円

程 度 が 投 資 さ れ 、 令和 ３年 度 に稼 働 予 定 と の こと でご

ざ い ま す 。 本 市 に おけ る雇 用 機会 の 拡 大 と 地 域経 済の

活 性 化 と と も に 、 今後 さら な る事 業 拡 大 が 図 られ るこ

と を 期 待 し た い と 思い ます 。 本市 と い た し ま して は、

新 棟 の 稼 働 が 円 滑 に進 むよ う 、出 来 る 限 り 協 力し てま

い り ま す 。 ま た 、 今般 の新 棟 建設 に よ り 増 量 の要 望が

な さ れ て い る 工 業 用水 につ き まし て は 、 施 設 の改 良・

拡 張 及 び 新 規 水 源 の開 発整 備 を推 進 し 、 安 定 供給 を図

っ て い きた い と 考 えて お り ま す。  

中 小 企 業 者 や 創 業 者に 対す る 支援 制 度 に つ き まし て
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は 、 経 営 安 定 や 経 営基 盤の 強 化を 図 り 、 新 た な事 業の

創 出 を 促 進 す る た め、 継続 し て金 融 機 関 と 連 携し 、融

資 の あ っせ ん 、保 証 料 や融 資に 係る 利 子 の 一 部 補 給等 、

資 金 調 達 の 円 滑 化 に取 り組 ん でお り ま す 。 今 後も 、社

会 情 勢 や 事 業 者 の ニー ズを 踏 まえ 、 必 要 に 応 じて 制度

内 容 を 見 直 し 、 本 市商 工業 の 活性 化 を 図 っ て まい りた

い と 存 じま す 。  

 

（ ３ ） 地域 資 源 を 活か し た 観 光・ 物産  

観 光 振 興 に つ き ま して は、 令 和４ 年 度 中 の 九 州新 幹

線 西 九 州 ル ー ト の 開業 を見 据 え、 観 光 パ ン フ レッ トや

ポ ス タ ー な ど 、 様 々な 広報 媒 体を 活 用 し 、 観 光情 報を

効 果 的 に 発 信 し て いき たい と 思っ て お り ま す 。ま た、

２ つ の 野 球 場 や サ ッカ ー広 場 、諫 早 市 中 央 体 育館 （内

村 記 念 ア リ ー ナ ） 等の スポ ー ツ施 設 を 最 大 限 活用 しな

が ら 、 ス ポ ー ツ 大 会や 合宿 な どの 誘 致 を 推 進 し、 交流

人 口 の 拡大 を 図 っ てい き た い と存 じま す 。  

な お 、 本 明 川 下 流 域の ボー ト 練習 場 に お い て 、昨 年

に 引 き 続 き 、 今 月 ３日 から １ ６日 ま で 東 京 オ リン ピッ

ク 日 本 代 表 候 補 の 強化 合宿 が 行わ れ た と こ ろ であ り、
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今 後 も 更 な る 活 用 が期 待で き るも の と 考 え て おり ます 。 

物 産 振 興 に つ き ま して は、 ア ンテ ナ シ ョ ッ プ 「日 本

橋 長 崎 館 」 の ほ か 、大 阪や 福 岡に お い て 、 「 いさ はや

楽 焼 う な ぎ 」 「 伊 木力 みか ん 」を 始 め と す る 本市 の特

産 品 の 販 売 や 観 光 情報 の発 信 を行 う 「 い さ は やマ ルシ

ェ 」 を 開 催 し て お りま す。 ま た、 諫 早 駅 自 由 通路 にお

き ま し て も 、 観 光 や帰 郷な ど で駅 を 利 用 さ れ る方 々に

向 け た 「 諫 早 駅 マ ルシ ェ」 を 実施 し て お り 、 今後 も新

幹 線 開 業 に 向 け 、 諫早 観光 物 産コ ン ベ ン シ ョ ン協 会と

連 携 を 図 り な が ら 、本 市の 観 光・ 物 産 を 積 極 的に ＰＲ

し て ま いり た い と 存じ ま す 。  

魅 力 あ る 地 場 産 品 の 販 売 に よ り 地 域 活 性 化 を 図 る

「 道 の 駅 」 に つ き まし ては 、 今年 度 、 国 道 ２ ５１ 号沿

い の 飯 盛 町 の 既 存 直売 所を 活 かし た 形 で の 可 能性 につ

い て 調 査 を 行 い ま した 。来 年 度は 、 道 路 管 理 者で ある

県 や 地 元 関 係 団 体 等と 協議 を 重ね な が ら 、 整 備に 向け

た 基 本 的な 計 画 等 を策 定 し た いと 考え て お り ます 。  

 

第 ３  魅力 あ る ま ちづ く り  

（ １ ） 安全 な ま ち づく り  
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本 市 の 防 災 体 制 に つき まし て は、 本 明 川 を 始 めと す

る 河 川 の 水 位 状 況 や流 域の 状 況把 握 の た め 、 ２２ 台の

カ メ ラ か ら な る 独 自の 河川 監 視シ ス テ ム を 整 備し 、国

土 交 通 省 の 河 川 情 報等 の共 有 化と 併 せ 、 災 害 時等 にお

け る 情 報 収 集 を 行 って いる と ころ で ご ざ い ま す。 現在

の シ ス テ ム は 、 老 朽化 が進 ん でい る こ と か ら 、新 たな

シ ス テ ム を 導 入 し 、よ り迅 速 かつ 確 実 な 防 災 情報 の収

集 に 努 め た い と 考 えて おり ま す。 今 後 と も 、 災害 に強

い ま ち づく り を 推 進し て い く 所存 でご ざ い ま す。  

 「 本 明 川 ダ ム 建 設事 業」 に つき ま し て は 、 諫早 大水

害 相 当 規 模 の 雨 量 に対 する 本 明川 の 洪 水 調 節 と、 良好

な 河 川 環 境 を 図 る ため の維 持 用水 等 の 確 保 を 目的 とし

て お り ま す 。 平 成 ２９ 年２ 月 に締 結 さ れ た 損 失補 償基

準 協 定 に 基 づ き 、 現在 、用 地 取得 が ８ 割 程 度 で順 調に

進 捗 し て お り 、 併 せて 、付 替 県道 や 工 事 用 道 路等 の整

備 も 着 実 に 進 め ら れて おり ま す。 ま た 、 昨 年 ５月 に造

成 工 事 が 完 了 し た 集団 代替 地 にお い て 、 移 転 家屋 の建

築 も 始 ま り 、 同 事 業が さら に 前進 す る も の と 期待 いた

し て お り ま す 。 本 市と いた し まし て は 、 本 明 川ダ ムの

早 期 完 成 に 向 け 、 今後 も国 に 対し て 強 く 要 望 を行 うと
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と も に 、 ダ ム 周 辺 地域 の振 興 対策 に つ い て 、 国、 県と

連 携 し て取 り 組 ん でま い り た いと 考え て お り ます 。  

が け 地 崩 壊 対 策 に つき まし て は、 県 や 市 の 事 業の 採

択 要 件 に 満 た な い 高さ ２メ ー トル 以 上 の 自 然 がけ 地に

お い て 、 個 人 が 実 施す る工 事 に対 し 、 必 要 な 費用 の一

部 を 支 援 し て お り 、今 後と も 災害 に 強 い 安 全 で住 みよ

い 住 環 境の 確 保 の ため 支 援 し てい きた い と 存 じま す 。  

  

（ ２ ） 安心 な ま ち づく り  

２ ０ ２ ５ 年 を 見 据 えた 地域 包 括ケ ア シ ス テ ム 構築 の

取 組 に つ き ま し て は、 医療 、 介護 、 福 祉 、 自 治会 など

の 関 係 団 体 等 と と もに 、医 療 と介 護 の 連 携 、 認知 症対

策 、 介 護 予 防 等 の ３つ の側 面 から 着 実 に 進 め てい ると

こ ろ で ご ざ い ま す 。ま た、 介 護サ ー ビ ス の 基 盤整 備に

つ き ま し て も 、 地 域密 着型 介 護老 人 福 祉 施 設 等の 本年

中 の 開 設 に 向 け 準 備を 進め て おり 、 高 齢 者 が 安全 ・安

心 に 日 常 生 活 を 送 れる よう 、 ソフ ト と ハ ー ド の両 面か

ら 高 齢 者 支 援 の 施 策を 展開 し てい く 所 存 で ご ざい ます 。 

 

（ ３ ） 快適 な ま ち づく り  
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 現 在 、休 止 して おり ま す 処 理 施 設 のう ち「 多 良 見 ク

リ ー ン セ ン タ ー 」 につ きま し て、 来 年 度 、 解 体工 事に

着 手 し 、令 和 ３ 年 度 中 に完 了し たい と 考 え て お り ます 。 

市 街 地 に 近 接 す る 西部 地域 の 豊か な 自 然 環 境 につ き

ま し て は 、 保 全 の ため の方 策 を検 討 す る と と もに ウォ

ー キ ン グ コ ー ス 等 につ いて も 引き 続 き 研 究 し たい と思

っ て お りま す 。  

水 道 水 の安 全 で 安 定的 な 供 給 を図 るた め の「（ 仮 称 ）

伊 木 力 浄 水 場 」 に つき まし て は、 現 在 、 水 道 管の 工事

を 実 施 し て お り 、 来年 度は 浄 水場 及 び 取 水 場 の建 設工

事 に 着 手 し 事 業 の 推進 を図 っ てま い り た い と 存じ ます 。 

公 共 用 水 域 の 水 質 保全 と生 活 環境 の 改 善 を 図 るた め

の 生 活 排 水 対 策 は 、公 共下 水 道、 集 落 排 水 及 び浄 化槽

を 組 み 合せ 、効 率 的 か つ効 果的 に推 進 し て ま い り ます 。 

な お 、 平 成 ２ ８ 年 度か ら整 備 を進 め て お り ま す大 草地

区 農 業 集 落 排 水 事 業に つい て は、 来 年 度 末 に は一 部区

域 で 供 用 を 開 始 し 、令 和３ 年 度末 の 事 業 完 了 を目 指し

推 進 し てい き た い と思 っ て お りま す。  

市 民 生 活 に 密 着 し た道 路や 水 路、 交 通 安 全 施 設等 の

迅 速 な 整備・補 修 を 行う「 生活 基 盤整 備事 業 」及 び「 地
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域 リ フ レッ シ ュ 事 業」につ きま して は 、今 後 も 継続 し、

安 全 で 快適 な 生 活 環境 づ く り に努 めた い と 存 じま す 。  

住 宅 性 能 向 上 リ フ レッ シュ 事 業に つ き ま し て は、 一

定 の 要 件 を 満 た す 住宅 につ い て、 浴 室 や ト イ レの バリ

ア フ リ ー 化 等 の 性 能向 上を 目 的と し た 改 修 工 事に 対し 、

必 要 な 費 用 の 一 部 を助 成し て おり ま す 。 平 成 ２８ 年度

か ら は 、 市 の 単 独 事業 とし て 実施 し て お り 、 令和 ２年

度 も 推 進し て い く 所存 で ご ざ いま す。  

 幹 線 道 路 網の 整 備 に つき まし て は、地 域 高規 格道 路

「 島 原 道路 」 に お ける 本 市 の 整備 区間 「 国 道 ５７ 号 森

山 拡 幅 」及 び 「 諫 早南 バ イ パ ス線 」の 進 捗 が 国県 に よ

り 順 調 に進 め ら れ てお り 、 特 に「 諫早 南 バ イ パス 線 」

に つ い ては 、 小 船 越イ ン タ ー から 諫早 イ ン タ ーま で の

約 １ ． ６キ ロ の 区 間が ３ 月 ２ ２日 に供 用 開 始 され る 予

定 で ご ざい ま す 。 「国 道 ３ ４ 号大 村諫 早 拡 幅 」に つ き

ま し て は、 大 村 市 与崎 交 差 点 から 本市 花 高 入 口交 差 点

ま で の 延長 約 ４ ． ４キ ロ 区 間 の４ 車線 化 に つ いて 、 昨

年 度 か ら測 量 設 計 等に 着 手 さ れて おり 、 来 年 度も 継 続

し て 進 めら れ る と 伺っ て お り ます 。ま た 、 「 諫早 北 バ

イ パ ス 」の ４ 車 線 化に つ い て は、 周辺 環 境 の 変化 に よ
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り 交 通 量の 増 加 も 見込 ま れ る ため 、早 期 整 備 に向 け 国

等 関 係 機関 に 働 き かけ て ま い りま す 。「 国 道 ２ ０ ７号 」

の 「 佐 瀬拡 幅 」 に つき ま し て は、 来年 度 の 完 成を 目 指

し 、 継 続し て 整 備 が進 め ら れ てお り、 ま た 、 長与 町 岡

郷 ま で の区 間 に つ いて も 早 期 事業 化を 今 後 も 要望 し て

ま い り ます 。 長 田 バイ パ ス を 延伸 する 「 東 長 田拡 幅 」

及 び 「 県道 久 山 港 線」 の 道 路 改良 につ き ま し ては 、 来

年 度 も 用地 交 渉 や 改良 工 事 が 進め られ る と 伺 って お り

ま す 。 また 、 以 前 より 要 望 し てお りま し た 、 「県 道 諫

早 飯 盛 線」 、 「 県 道有 喜 本 諫 早停 車場 線 」 、 「県 道 田

結 久 山 線」 の ３ 路 線に つ き ま して は、 今 年 度 から 県 に

お い て 基本 的 な 路 線の 検 討 を 進め られ て い る との こ と

で ご ざ いま す 。 今 後と も 幹 線 道路 の早 期 完 成 に向 け 、

国 県 に 対し 整 備 促 進を 強 く 要 望し てま い り ま す。  

 市 が 実施 す る 主 な道 路 事 業 とい たし ま し て は、 「 市

道 平 山 線」 の 諫 早 警察 署 前 交 差点 にお け る 右 折専 用 車

線 の 整 備に つ き ま して は 、 今 年度 、測 量 設 計 や用 地 交

渉 を 実 施し て お り 、来 年 度 は 改良 工事 に 着 手 した い と

存 じ ま す。 Ｊ Ｒ 喜 々津 駅 東 側 の化 屋跨 線 橋 に つき ま し

て は 、 今年 度 、 実 施設 計 が 完 了し ます の で 、 来年 度 、



 25 

撤 去 工 事を Ｊ Ｒ 九 州に 委 託 し 進め てま い り た いと 考 え

て お り ます 。 ま た 、踏 切 拡 幅 につ いて も Ｊ Ｒ 九州 と 協

議 を 進 め、 令 和 ３ 年度 中 の 完 成を 目指 し 取 り 組ん で い

く 所 存 でご ざ い ま す。 い さ は や西 部台 な ど へ のア ク セ

ス 道 路 とな り ま す 「都 市 計 画 道路 堀の 内 西 栄 田線 」 に

つ き ま して は 、 国 道３ ４ 号 諫 早北 バイ パ ス ま での 残 る

区 間 約 ２４ ０ メ ー トル に つ い て、 用地 取 得 や 改良 工 事

を 実 施 して お り 、 来年 度 も 引 き続 き推 進 し た いと 思 っ

て お り ます 。 諫 早 駅周 辺 と 中 心市 街地 を 結 び ます 「 市

道 上 宇 戸橋 公 園 線 」の 拡 幅 整 備に つき ま し て は、 国 県

な ど 関 係機 関 と の 協議 が 整 い 、今 年度 か ら 用 地取 得 や

宇 都 町 雨水 排 水 ポ ンプ 場 の 移 設工 事に 着 手 し てお り 、

九 州 新 幹線 西 九 州 ルー ト の 開 業に 向け 、 事 業 の推 進 を

図 り た いと 存 じ ま す。  

 定 住 化 を 図 る た めの 土地 利 用の 促 進 に つ き まし ては 、

市 街 化 調 整 区 域 に おき まし て 、平 成 ２ ３ 年 度 に「 ４０

戸 連 た ん 制 度 」 を 導入 し、 平 成２ ７ 年 度 に は 小野 ・本

野 ・ 長 田 地 区 に お ける 「諫 早 版小 さ な 拠 点 」 の指 定な

ど 大 幅 な 規 制 緩 和 を行 い、 そ の結 果 、 少 し ず つ効 果が

現 れ て きて お り ま す。さ らに 開 発 を 誘導 する ため 、「諫
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早 版 小 さ な 拠 点 」 に多 良見 地 区を 新 た に 指 定 する とと

も に 、 沿 道 地 区 に 店舗 や飲 食 店等 の 立 地 を 可 能と する

規 制 緩 和 を ４ 月 １ 日か ら施 行 する こ と と い た して おり

ま す 。 今 後 は 、 本 制度 の周 知 に努 め 、 利 用 促 進を 図る

と と も に 、 情 報 閲 覧コ ーナ ー を活 用 し た 積 極 的な 情報

提 供 に よ り 、 定 住 人口 の拡 大 や産 業 の 活 性 化 に取 り組

ん で ま いり ま す 。  

移 住 ・ 定 住 の 促 進 につ きま し ては 、 人 口 減 少 が特 に

課 題 と な っ て い る 地域 で、 新 たに 生 活 を 始 め る世 帯を

対 象 と し た 今 年 度 から の支 援 策に つ い て 、 来 年度 にお

き ま し て 、 対 象 世 帯の 要件 緩 和及 び 支 援 拡 充 を行 いた

い と 考 え て お り ま す。 併せ て 、都 市 部 か ら 地 方へ 生活

の 拠 点 を 移 し 、 様 々な 地域 協 力活 動 に 従 事 す る「 地域

お こ し 協 力 隊 」 を 導入 し、 新 たな 視 点 に よ る 本市 の魅

力 発 信 を 行 う と と もに 、移 住 につ な が る 取 組 を推 進し

て ま い りた い と 存 じま す 。  

住 民 自 ら が 主 体 と なっ て取 り 組む 「 地 域 づ く り協 働

事 業 」 に つ き ま し ては 、そ れ ぞれ の 地 域 資 源 を生 かし

た 事 業 が 実 施 さ れ てお り、 今 後も 、 特 色 あ る 個性 豊か

な 地 域 づ く り の た め、 地域 の 皆様 の 自 主 的 な 活動 を支
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援 し て まい る 所 存 でご ざ い ま す。  

小 長 井 地 域 の 活 性 化を 図る た めの 「 （ 仮 称 ） 小長 井

交 流 広 場 」 に つ き まし ては 、 施設 の 概 要 や 規 模等 につ

い て 、 地 元 と と も に検 討を 進 めて お り 、 来 年 度は 運用

や 活 用 方 法 の 具 体 化に 向け た 協議 を 行 い 、 整 備計 画の

策 定 に 取り 組 み た いと 考 え て おり ます 。  

 

第 ４  計画 実 現 に 向け た 基 本 姿勢  

（ １ ）  市 民 目 線の 行 政  

住 民 記 録 や 税 、 福 祉情 報等 に 使用 し て い る 住 民情 報

系 シ ス テ ム は 、 従 来か ら本 市 独自 で 開 発 し 運 用し てき

ま し た が 、 機 器 が 老朽 化し て いる こ と か ら 、 令和 ３年

度 ま で に 全 面 的 な 更新 を行 い 、窓 口 対 応 の 効 率化 や迅

速 化 を 図っ て ま い りた い と 存 じま す。  

私 は 、 常 に 市 民 目 線と 感覚 で 物事 を 考 え る 「 生活 密

着 宣 言 」 を 実 現 す る上 で、 市 民の 皆 様 か ら 市 政へ の率

直 な 御 意 見 を お 聞 きす るこ と は、 大 変 貴 重 で ある と考

え て お り 、 積 極 的 に地 域へ 出 向く 現 場 主 義 を 基本 とし

な が ら 、 全 て の 施 策を 進め て おり ま す 。 こ の 「生 活密

着 宣 言 」 の も と 、 「ひ とが 輝 く創 造 都 市 ・ 諫 早～ 笑顔
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あ ふ れ る 希 望 と 安 心の まち ～ 」を 実 現 し 、 「 住ん でみ

た い 」 「 住 ん で よ かっ た」 「 住み 続 け た い 」 と言 って

い た だ け る よ う 市 政運 営に 全 力で 取 り 組 ん で まい りま

す 。 ま た 、 本 市 は 、九 州新 幹 線西 九 州 ル ー ト を始 め、

諫 早 駅 周辺 再 開 発 、本 明 川ダ ム 、南諫 早産 業 団 地 、（ 仮

称 ） 文 芸 ・ 音 楽 ホ ール 、道 路 では 島 原 道 路 、 長田 バイ

パ ス の 延 伸 等 の ５ ０年 に一 度 の大 型 事 業 が 集 積す る大

変 革 の 時 期 を 迎 え てお りま す 。こ れ ら の 事 業 は、 ５０

年 後 の ま ち づ く り にも つな が る重 要 な 事 業 で ござ いま

す の で 、 着 実 に 進 展さ せ、 子 や孫 の 世 代 に 夢 と希 望の

あ る 諫 早 市 を 自 信 と誇 りを 持 って 引 き 継 い で いき たい

と 考 え てお り ま す 。  

 

令 和 ２ 年 度 当 初 予 算案 につ き まし て は 、 一 般 会計 予

算 の 総 額 で 、 ６ ３ １億 ３， ０ ００ 万 円 と な り 、前 年度

当 初 予 算と 比 較 い たし ま す と 、３ ０ 億 ７，５ ０ ０万 円 、

５ ． １ パ ー セ ン ト の増 でご ざ いま す 。 ま た 、 特別 会計

は 、 国 民 健 康 保 険 事業 会計 な ど５ つ の 事 業 会 計の 総額

で 、 ３ ２４ 億 ４ ， １６ ０ 万 円 とな って お り ま す。  

ま た 、 令 和 元 年 度 ３月 補正 予 算に つ き ま し て は、 一
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般 会 計 に お い て 、 国の 補正 予 算に 伴 う 事 業 や 、地 方バ

ス 路 線 の 維 持 対 策 費な ど、 総 額１ ７ 億 ８ ， ７ ００ 万円

を 追 加 す る ほ か 、 国民 健康 保 険事 業 会 計 に つ いて 所要

の 予 算 を計 上 い た して お り ま す。  

地 方 交 付 税 の合 併 算 定替 によ る 特 例 加 算 が 今 年 度 を

も っ て 終了 し 、令 和 ２年 度 か ら は通 常 算 定 に 戻 りま す 。

財 源 確 保 の 面か ら 非 常に 厳し い 状 況 で は ご ざ い ま す が 、

健 全 で 持 続 可能 な 財 政運 営に 努 め 、 住 民 サ ー ビ ス の 維

持 ・ 向 上を 図 っ て まい る 所 存 でご ざい ま す 。  

 

提 出 し て お り ま す 各議 案に つ きま し て は 、 関 係部 局

長 よ り 説 明 を さ せ ます ので 、 ご了 承 を 賜 り た いと 存じ

ま す 。  

な お 、追 加 議 案 と し て 人事 案件 を予 定 し て お り ま す 。 

よ ろ し く ご 審 議 を 賜り ます よ うお 願 い 申 し 上 げま す。 


